A retirement message by 村松 励
退職にあたって
専修大学人間科学部教授　村　松　　　励
1999年も終わろうとしていた12月であった。母の葬儀で哀しみに打ちひしがれている折り，当時商学部長で
あった松原先生から森武夫先生の後任として採用が決まった旨の連絡を受けた。松原先生の語り口は温厚で親し
みを感じさせるものであった。哀しみのどん底で人生の再出発の朗報を受けたのである。27年間の家庭裁判所調
査官生活に終止符を打ち，学生の指導に人生の後半を賭けようと決心していた。非行臨床の分野を学生に教える
ことに意義を感じていたからである。年が明けても事件の処理に追われていたことが当時の手帳からしのばれ
る。2000年 2 月には母に次いで，今度は父との別れとなった。
2000年 4 月，所属は商学部であったが，法学部でゼミを持つ一方，教養の心理学，大学院文学研究科の講義な
どを担当することになった。商学部の学生とは学級担任というだけの接点であった。後年，商学部の学生が私の
ゼミを希望して一人だけ入ってくれたが，どうして彼女が犯罪心理学に興味を持ってくれたのか，今は思い出せ
ない。文学部心理学科の先生とは月に 1回会議でお目に掛かる程度であったが，その中で何といっても東條正城
先生の印象は強烈であった。裁判所時代にも数多くの裁判官と一緒に仕事をしてきたが，これだけ威厳を感じさ
せる人はそうはいなかった。しかし，どこかで優しい雰囲気も持ち合わせている先生だった。現職でお亡くなり
になりとても残念である。
岡部祥平先生，金城辰夫先生とはほんの 1年だけでしたが，岡部先生とは食堂でゴルフ談議に花を咲かせたこ
と，臨床家として筋金入りの方だと直感したことが懐かしい。金城先生とは修士論文の口述試験でご一緒させて
戴いたが，本当に優しさを絵に描いたような方であった。退職後は，時計も必要なくなるねとつぶやいたのが思
い出である。
翌年の2001年 4 月，ネットワーク情報学部に所属がかわった。自分の専門とは全くかけ離れていたので，商学
部の時と同様に気楽な点も多くあった。比較的気さくな先生が多く，さっぱりしているところが私には合ってい
た。ネットワーク情報学部の学生との接点も学級担任のみであった。法学部のゼミの学生が犯罪心理学に非常に
興味を持ってくれていたことが教員としてのモチベーションを維持させてくれていた。
2010年 4 月，新設された人間科学部心理学科に所属がかわった。10年に及んだ法学部のゼミを終えなければな
らないことはいかにも寂しいことであったが，毎年12月，私の誕生月に当たることからゼミ生たちが忘年会を開
いてくれた。とても人懐っこいところが私としては非常に気に入っていた。当然，今年も卒業した面々が12月，
一堂に会し退職を祝ってくれた。ありがたいことである。
心理学科でのゼミは必ずしも犯罪心理学や非行臨床だけではなく，主に家族心理学に関心を持っている学生が
多くいたように思われる。家庭裁判所調査官に関心をもった学生は，家庭裁判所調査官試験を受験してくれた。
結果はともかく，うれしい限りである。法務省の法務教官や保護観察官になったゼミ生，大学院の学生では法務
技官になった者もいる。ゼミでの勉強や講義が将来活かせることを祈るばかりである。法務省の矯正研修所で講
義をした際，卒業生が熱心にノートをとっていた。「今になって先生の言っていたことが分かります」と講義の
後に教壇に近づいてきた。望外の幸せである。法学部や人間科学部のゼミ生たちとの夏の合宿は，思い出深い。
数多くの写真が手元に残されている。退職後にゆっくり懐かしむことにしよう。
心理学科では特に臨床の先生たちとの接点は多く，専門領域が異なることもあって気楽に話す機会が多かっ
た。2018年 9 月，國學院大學で開催された合同犯罪関連学会の犯罪心理学会大会では，私が大会長の関係もあっ
て吉田弘道先生に，基調講演をお願いした。快く引き受けてくれた先生には感謝の気持ちで一杯である。お名前
を挙げて感謝申し上げなければいけない先生が他にも多数いらっしゃいますが，ご容赦願いたい。19年間，あり
がとうございました。
最後に人間科学部心理学科の益々のご発展をお祈り申し上げます。
